業務委託契約書
１　委託業務の名称
２　業務場所　　　能登町字　　　　　地内
３　履行期間　　　着　手　　令和　　年　　月　　日（契約締結の日から７日以内）
　　　　　　　　　　　　完　了　　令和　　年　　月　　日

４　業務委託料　　　￥　　　　　　　　　　－　
５　業務委託料の支払

前払金額　　　￥　　　　　　　　　以内
部分払回数　　　　　　回以内
６　契約保証金額　　　　￥　　　　  　　　　－　
上記の委託業務について、発注者と受注者は、各々の対等な立場における合意に基づいて、次の条項によって公正な委託契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。

この契約の証として、本書２通を作成し、当事者記名押印の上、各自１通を保有する。

令和　　年　　月　　日

発注者　　石川県鳳珠郡能登町字宇出津ト字５０番地１
　　　
　　　　　　　　　　　    　  　 能 登 町 長　　吉　田　義　法
　
受注者
【契約書作成時における注意事項】※建設工事に係る業務委託の場合
１．前払金額の欄について

請負代金額が300万円以上となる契約については、前払金に係る請求予定の有無を問わず、請負代金額の30%以内（10万円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てした額）を記載すること。

なお、1,000万円を限度額とする。

請負代金額が300万円未満のものについては、中央に「－」表示とすること。

注）前払金を請求する場合は、保証事業会社と契約書記載の業務完成の時期を保証期限とする公共工事の前払金保証事業に関する法律第2条第5項に規定する保証契約を締結した際の保証証書と前金払承認申請書及び前払金請求書を業務担当課へ提出して下さい。

２．部分払回数の欄について

　　部分払に係る請求予定の有無を問わず、

請負代金額が300万円以上2,000万円未満の場合は、1回

　　請負代金額が2,000万円を超える場合は、事前に必ず業務担当課に確認した後、記載願います。

　　なお、部分払の適用とならない場合については、「－」表示とすること。

３．契約保証金額の欄について

　　請負代金額が500万円以上となる契約書を締結する際、（建設工事に係る）業務委託契約約款第4条第4項の規定により、記載方法を下記のとおりとする。

　　①第4条第1項の(1)～(3)に該当する場合

　　　　保証金額の額面を記載（請負代金額の10%以上とする。）

　　②第4条第1項の(4)～(5)に該当する場合、又は請負代金額が500万円未満の場合

　　　　免除　と記載

４．契約約款について

　最新の約款については、県（石川県土木部監理課）ホームページよりダウンロードされ、必ず「両面印刷」したうえで、契約書に「袋とじ」すること。

参照先　http://www.pref.ishikawa.lg.jp/kanri/itakukeiyakusyosakuseiryuijikou.html
５．建築士法第22条の3の3に該当する場合

　　延べ面積300平方メートルを超える建築物について、書面による契約締結の義務化に伴い、該当する場合は「（別紙）建築士法第22条の3の3に定める記載事項」を契約書に「袋とじ」すること。

６．その他
　　「建設工事に係る業務委託」以外の業務の場合については、当該契約書（約款含む。）を使用し
ない場合もありますので、事前に入札・契約担当課まで確認して下さい。
